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「木耐火」 〜耐火構造を木造で！ 木造建築の未来を探る〜

《ブリッジ連続講座 vol.10 「木耐火〜耐火構造を木造で！ 木造建築の未来を探る〜」 》 申込用紙

１F 展示室には、 各種取り扱い製品サンプル、 せっこうボードの基本特性、 リサイクル性、 ハイクリンボード性能立証装置 ( ホルムアル
デヒド吸収分解性能 ) などを、 より深くご理解いただくためのスペースです。
２F 展示室には、 設計事務所、 建設会社、 デベロッパー、 ハウスメーカー、 内装工事店など、 当社製品をお取り扱いいただいている
お客様へ、 さまざまな壁システム （耐火壁、 耐火遮音壁など） をご提案するとともに、 実際の遮音性能を体験いただけます。
この音響体験室は、 数々の吉野遮音システムの遮音性能を、 実際の生活を再現した音源などにより、 日本初の 「YOSHINO 音響体験
システム」 として体験できます。

木材利用が叫ばれる昨今、 木構造を耐火構造として計画することで、 市街地での木造４層集合住宅など、 一見して 「実現可能？」
と思われるような数々の木造建築が実現しています。
近年の法改正もあいまって、 それらは今後、 より現実的な計画手段として身近なものとなってくる事でしょう。
この度の Bridge では、 数々の木造耐火建築の実績をもつ安井昇氏を講師に迎え、 木耐火の基本概念に始まり、 法規動向、 近況や
今後の展望等を伺い、 これからの木造建築の可能性を探ります。

先日、 川崎市で起こった木造３階建ての簡易宿泊所の火災では、 木造特有の “火の回りが
早い” と表現される燃焼拡大が起こりました。 木造＝火事に弱いと言われることが多いですが、
居住者の避難安全性能の確保、 隣家への延焼拡大抑制など少し要点を知れば、 火災に負け
ない木造建物をつくることも不可能ではないと言えます。

今では木造６階建ての庁舎ビル、 ５階建ての共同住宅なども建築されています。
また、 今年６月には、 木造防耐火関連の法令が改正され、 木造３階建て学校が準耐火建築物
で設計できるようになります。 このような法令改正の裏には防耐火技術の裏付けが必ずあります
が、 意外と設計者に知られていないのも事実です。
本セミナーでは住宅からビルまで、 最新の木造の防耐火法令とその根拠となる防耐火技術に
ついて知り、 火災に負けない木造建築をつくるための手法について、 事例を交えながら解説
したいと思います。

２０００年の改正建築基準法施行以降、 木造による耐火建築物をつくることができるようになり、
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